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アステラス製薬株式会社 局所進行性又は転移性固形がん 2022年12月23日 jRCT2031220527 成人の進行性固形がんの患者さんを対象としたASP1570の治験 1-2
ASP1570、ペムブロリズマブ（遺伝子組み換え）

/Pembrolizumab (Genetical recombination)

この治験は，成人の進行性固形がんの患者さんを対象にしています。この治験に参加される患者さんのがんの細胞は，もともとあった部位から外側へ成長していたり，から

だの他の部分へ広がっていたり，標準治療を受けた後にがんが進行している，あるいは標準治療を受けることができない状態になっています。この治験からは，進行性固

形がんの患者さんのための新しい治療法になる可能性があるASP1570に関するより多くの情報を得ることができます。

募集中

アムジェン株式会社 進行固形癌 2024年3月15日 jRCT2031230712
進行固形癌患者を対象としたAMG 305の安全性、忍容性及び薬

物動態を検討する第I相ヒト初回投与試験
1 AMG 305

本試験の主な目的は以下のとおりである。

- 成人被験者におけるAMG 305の安全性及び忍容性を評価する

- MTD 1を最大耐開始用量、MTD 2を最大耐目標用量とし、最大耐量（MTD）以下での生物学的有効至適用量（OBD）を決定する

- 第II相推奨用量（RP2D）を決定する

募集中

インサイト・バイオサイエンシズ・ジャパン合同会社 固形癌 2022年5月25日 jRCT2031220091
特定の進行固形癌患者を対象としたINCB123667単剤療法の第1

相、非盲検、多施設共同試験
1 INCB0123667 治療　Treatment 募集中

バイエル薬品株式会社
 HER2活性化変異を有する転移性又は切除不

能局所進行性固形がん
2025年2月25日 jRCT2011240072

HER2活性化変異を有する転移性又は切除不能固形がん患者を対

象に、可逆的なチロシンキナーゼ阻害薬であるBAY 2927088を経口

投与したときの有効性及び安全性を評価する、第2相非盲検バスケッ

ト試験

2 BAY 2927088 ヒト上皮成長因子受容体2（HER2）活性化変異を有する様々な種類の固形がん患者を対象に、BAY 2927088の有効性を評価すること 募集中

メルクバイオファーマ株式会社 進行性固形癌 2024年8月6日 jRCT2031240255

進行性固形がん患者を対象としたPARP1阻害剤M9466単剤および

ATR阻害剤Tuvusertib の併用療法の安全性、忍容性、薬物動態

学的/薬力学的プロファイルを評価する非盲検多施設共同第 1 相試

験

1 M9466
進行固形腫瘍患者を対象に、M9466を単剤療法として、又はTuvusertibとの併用療法として使用したときの安全性、忍容性、薬物動態、薬力学、及び予備的な臨

床活性を評価すること。
募集中

小野薬品工業株式会社 切除不能な進行又は再発の固定がん 2025年1月30日 jRCT2031240647

ONO-7428-01：切除不能な進行又は再発の固形がん患者を対

象に、ONO-7428の忍容性及び安全性を検討する第Ⅰ相非盲検

用量漸増試験

1 ONO-7428 切除不能な進行又は再発の固形がん患者を対象に、ONO-7428 の忍容性及び安全性を確認する。 募集中

日本イーライリリー株式会社
非小細胞肺癌、大腸新生物、子宮内膜新生

物、卵巣新生物、膵臓新生物
2021年8月20日 jRCT2031210265

KRAS G12C 変異を有する進行性の固形がん患者を対象とした

LY3537982 の第 Ia/Ib 相試験
1 LY3537982

本治験の目的は、特定の遺伝子変異（KRAS G12C）を有するがん患者において、治験薬LY3537982が安全かつ有効であるかどうかを調べることです。 患者さんは、抗がん剤治療を受

けていない特定のグループを除き、すでに標準治療を受けているか、標準治療に不耐性となった方が対象となります。 この治験は最長で約4年間行われます。
募集中

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 進行，切除不能又は転移性固形癌 2023年1月27日 jRCT2031220591
各種進行癌（固形癌）患者を対象に，様々な用量のBI

1703880とezabenlimabの併用投与時の忍容性を検討する試験
1 BI 1703880、Ezabenlimab

本治験の主目的は，成人の進行固形癌患者を対象に，固定用量のezabenlimab（BI 754091）併用下でBI 1703880の用量を漸増したときの用量―毒性曲

線を明らかにし，今後の放射線療法又は化学療法との併用下で実施する治験における適切な用量を選択することである。
募集中

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 進行固形癌 2021年6月28日 jRCT2031210165

HER2異常を有する進行又は転移性固形癌患者を対象としたBI

1810631単剤療法の非盲検第I相用量漸増，用量確認及び拡大

試験

1 BI1810631

第Ia相パート

-HER2異常を有する進行及び／又は転移性固形癌患者で，BI 1810631単剤療法（1日2回［BID］又は1日1回［QD］経口投与）の漸増用量の安全性，

忍容性，及び薬物動態（PK）を評価する。

-検討する各投与スケジュールで経口投与したときのBI 1810631単剤療法のMTD及び／又は第II相試験推奨用量（RP2D）を決定する。

-BI 1810631によって引き起こされる腫瘍の薬力学的変化を評価する。

第Ib相

-HER2エクソン20挿入変異陽性の進行／転移性非小細胞肺癌（NSCLC）患者で，BI 1810631のRP2Dの安全性，忍容性，及びPKをさらに評価する。

-BI 1810631の有効性の予備的評価を実施する。

募集中

武田薬品工業株式会社 卵巣癌、腹膜癌及び卵管癌 2024年10月25日 jRCT2011240046

プラチナ製剤を含む二次化学療法とベバシズマブとの併用後に疾患進

行が認められない、FRα高発現の再発性プラチナ製剤感受性上皮性

卵巣癌、卵管癌又は原発性腹膜癌の患者を対象に、維持療法とし

てのmirvetuximab soravtansineとベバシズマブとの併用療法をベ

バシズマブ単剤療法と比較するランダム化、多施設共同、非盲検、第

3相試験（GLORIOSA）

3
ミルベツキシマブソラブタンシン(Mirvetuximab

soravtansine)
本試験は、葉酸受容体α（FRα）高発現のプラチナ製剤感受性卵巣癌、原発性腹膜癌又は卵管癌の患者を対象に、維持療法としてのmirvetuximab

soravtansineの安全性及び有効性を評価する第3相多施設共同非盲検試験である。

募集中

大鵬薬品工業株式会社 進行固形がん 2021年7月27日 jRCT2011210020 進行固形がん患者を対象としたAB122プラットフォーム試験 1 AB122
本試験では，第1a相で進行固形がんを有する患者を対象に，AB122単剤療法及び併用療法の忍容性及び安全性を評価する．

また，第1b相でAB122併用療法の抗腫瘍効果を評価する．
募集中

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

局所進行／転移性MDM2増幅TP53野生型

胆道腺癌，膵管腺癌又はその他特定の固形

腫瘍

2022年12月19日 jRCT2031220405
胆道癌又は膵癌患者に対するBI 907828の有用性を検討する試

験
2 BI 907828

本治験では，複数の局所進行／転移性MDM2増幅TP53野生型固形腫瘍患者コホートを対象に，BI 907828単剤投与の有効性，安全性及び忍容性を評価す

る。
募集終了

ノバルティスファーマ株式会社
KRAS G12C 変異を有する進行性固形がん、

非小細胞肺がん、大腸がん
2021年3月1日 jRCT2031200379

KRAS G12C 変異を有する進行性固形がん患者を対象とした

JDQ443の非盲検，多施設共同，用量漸増，第Ib/II 相試験
1-2 JDQ443、TNO155、チスレリズマブ

本治験は第Ib/II 相非盲検試験である。用量漸増パートでは，進行性固形がん患者を対象として，JDQ443 単剤投与及びJDQ443 と他の治験薬（TNO155 及

びチスレリズマブ）の併用投与による安全性及び忍容性を検討する。特定の投与群における最大耐量／推奨用量を決定した後，用量拡大パートでは最大耐量／推

奨用量での各投与法の抗腫瘍活性を評価するとともに，安全性，忍容性，及びPK / PD をさらに評価する。

募集終了
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